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近
年
、
我
が
国
の
平
均
寿
命
は

世
界
一
と
な
り
、
急
速
に
超
高
齢

社
会
へ
と
変
化
し
た
。
何
故
、
超

高
齢
社
会
と
な
っ
て
き
た
の
か
？

そ
れ
は
、
国
民
が
病
気
に
な
り
に

く
く
な
り
、
死
亡
し
に
く
く
な
っ

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

平
均
寿
命
が
延
び
た
理
由
と
し

て
、
ど
の
教
科
書
に
も
医
療
技
術

の
進
歩
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
抗
生
剤
の
発
見
が
平
均
寿

命
の
延
長
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ

と
は
事
実
だ
と
し
て
も
、
最
新
医

療
の
発
達
が
、
最
近
の
平
均
寿
命

の
延
長
に
そ
れ
程
貢
献
し
て
き
た

と
は
、
私
に
は
思
え
な
い
（
胃
瘻

な
ど
に
よ
っ
て
、
長
生
き
さ
せ
ら

れ
て
い
る
よ
う
な
事
例
は
除
い

て
）。
平
均
寿
命
の
延
長
に
よ
る

こ
こ
最
近
の
超
高
齢
社
会
の
実
現

に
最
も
寄
与
し
た
も
の
は
、
高
度

経
済
成
長
に
伴
う
食
生
活
の
著
し

い
向
上
で
あ
っ
た
（
健
康
を
保
つ

の
に
十
分
な
食
料
が
確
保
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
）
と
、
私
は

考
え
て
い
る（
表
１
）。

超
高
齢
社
会
の
到
来
に
伴
い
、

対
象
と
す
る
疾
患
構
造
が
大
き
く

変
わ
っ
た（
表
２
）。

か
つ
て
の
病
気
の
多
く
は
、
幼

い
子
供
が
感
染
症
で
死
ん
だ
り
、

働
き
盛
り
の
父
親
が
事
故
で
亡
く

な
っ
た
り
し
て
、
そ
の
対
象
患
者

の
ほ
と
ん
ど
が
、
比
較
的
若
年
者

で
あ
っ
た
。
最
近
で
は
、
子
供
の

死
亡
率
は
著
し
く
低
下
し
、
働
き

盛
り
の
人
達
の
病
気
も
少
な
く
な

り
、
病
人
の
多
く
は
高
齢
者
と
な

っ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
現
代

は
年
老
い
て
体
が
古
く
な
る
ま

で
、
病
気
に
な
り
に
く
く
な
っ
た

の
で
あ
る
。

高
齢
者
の
病
気
は
、
脳
梗
塞
の

後
遺
症
で
あ
っ
た
り
、
骨
粗
鬆
症

に
よ
る
腰
痛
で
あ
っ
た
り
、
脳
の

機
能
低
下
に
伴
う
認
知
症
で
あ
っ

た
り
し
て
、
病
気
な
の
か
障
害
な

の
か
は
っ
き
り
区
別
が
つ
き
に
く

い
。
多
く
の
こ
れ
ら
の
加
齢
に
よ

る
疾
患
は
慢
性
疾
患
で
あ
り
、
問

題
は
病
気
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

病
気
に
伴
う
障
害
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
こ
に
必
要
な
多
く
の
医
療

は
、
″治
す
医
療

（
病
院
医
療
）

で
は
な
く
、
″生
活
を
（
在
宅
療

″

3

病院医療と在宅医療の違い

"治
す
医
療　　（
病
院
医
療
）
か
ら

"生
活
を
支
え

る
医
療
（
在
宅
医
療
）
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

〔表１〕時代の変遷に伴う疾病構造の変化

〔表２〕医療（治療）から介護（生活支援）へのパラダイムシフト
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養
を
）
支
え
る
医
療

（
在
宅
医

療
）
な
の
で
あ
る
。

病
院
の
機
能
は
、
病
気
を
治
す

こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
高
齢

社
会
の
到
来
に
伴
い
、
治
療
対
象

と
な
る
疾
患
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る（
表
２
）。

近
年
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、

相
対
的
に
病
院
の
需
要
は
、
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
一
方
で
は
、
障
害
を
抱
え

る
高
齢
者
の
生
活
の
場
（
社
会
的

入
院
）
と
な
っ
て
き
た
。
今
回
の

診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
の
同
時
改

定
で
、
療
養
型
病
床
群
（
病
院
）

の
多
く
は
介
護
施
設
（
生
活
の
場
）

へ
の
方
向
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
る

が
、
理
に
か
な
っ
た
政
策
誘
導
と
、

私
は
考
え
る
（
や
は
り
、
ま
と
も

に
考
え
れ
ば
、
病
院
は
病
気
の
治

療
の
た
め
の
施
設
で
、
生
活
の
場

で
は
な
い
）。

病
院
医
療
が
″治
す

医
療
で

あ
る
の
に
対
し
、
在
宅
医
療
は

″生
活
を
支
え
る
医
療

で
あ
る
。

病
気
を
治
す
た
め
に
、
在
宅
に
赴

く
の
で
は
な
い
。
在
宅
（
あ
る
い

は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
）
の

寝
た
き
り
（
障
害
を
も
つ
）
療
養

″ ″
″

者
は
、
肺
炎
や
、
褥
創
な
ど
、
病

気
に
か
か
り
易
い
。
こ
の
よ
う
な

方
を
定
期
の
往
診
（
訪
問
診
療
）

と
24
時
間
対
応
の
往
診
で
フ
ォ
ロ

ー
す
る
の
が
在
宅
医
療
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
病
気
が
あ
る
か
ら
在
宅

で
治
療
す
る
の
で
は
な
く
、
病
気

に
な
り
や
す
い
寝
た
き
り
療
養

者
、
い
わ
ゆ
る
疾
患
予
備
軍
が
、

病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
、
24
時
間

365
日
、
安
心
し
て
在
宅
療
養
が
で

き
る
よ
う
に
医
療
面
か
ら
支
援
す

る
の
が
、
在
宅
医
療
で
あ
る
。
こ

の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
在
宅
医
療

は
予
防
医
学
で
あ
る
、
と
も
言
え

る
。何

ら
か
の
疾
患
が
発
生
し
治
療

の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
は
、
病

院
医
療
へ
の
切
り
替
え
が
必
要
で

あ
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計

ら
う
の
は
、
在
宅
主
治
医
の
大
き

な
仕
事
で
あ
る
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
の
場
合
、
何
か
あ
っ
て
も
治
療

し
な
い
（
と
言
う
よ
り
治
療
で
き

な
い
）
と
い
う
患
者
―
治
療
者
側

双
方
の
合
意
が
あ
る
た
め
、
最
期

ま
で
在
宅
で
看
る
の
が
可
能
と
な

る
の
で
あ
る
。

今
後
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
、

小
規
模
多
機
能
施
設
、
そ
し
て
特

養
な
ど
に
在
宅
医
療
が
適
用
さ
れ

て
く
る
と
考
え
る
。
施
設
に
在
宅

医
療
を
導
入
す
る
な
ら
、
わ
ざ
わ

ざ
制
度
を
い
じ
っ
て
、
療
養
型
病

床
群
を
つ
ぶ
す
必
要
は
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
の
議
論
も
あ
る
が
、

私
は
、
そ
う
と
は
思
わ
な
い
。

病
院
医
療
と
在
宅
医
療
で
は
、

そ
の
マ
イ
ン
ド
（
ス
タ
ン
ス
）
が

180
度
違
う
の
で
あ
る
。
療
養
型
病

床
群
（
病
院
）
の
ス
タ
ッ
フ
の
多

く
は
、
病
院
マ
イ
ン
ド
の
持
ち
主

で
あ
る
。
病
院
は
、
病
気
を
治
す

施
設
で
あ
り
、
そ
の
マ
イ
ン
ド
は

収
容
所
に
近
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
マ

イ
ン
ド
も
看
守
に
近
い
。
こ
れ
に

対
し
、
在
宅
医
療
で
は
、
療
養
者

の
生
活
の
場
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

赴
く
わ
け
で
、
患
者
様
の
お
宅
に

上
が
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
診
察
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
も
宜
し
い
で
し

ょ
う
か
？

と
許
可
を
得
て
か
ら

診
察
が
始
ま
る
。
こ
う
い
う
わ
け

で
、
両
者
の
診
療
ス
タ
ン
ス
は
、

180
度
違
う
の
で
あ
る
。
こ
の
ス
タ

ン
ス
の
違
い
が
医
療
ス
タ
ッ
フ
に

意
識
改
革
を
も
た
ら
す
。

図
は
、
治
療
方
針
を
決
め
る
時

に
利
用
さ
れ
るJonsen

ら
の
４
分

割
法
で
あ
る
が
、
病
院
医
療
で
は

一
象
限
の
医
学
的
適
応
の
み
が
強

調
さ
れ
る
（
病
院
は
病
気
を
治
す

場
な
の
で
、
当
然
の
帰
結
で
は
あ

る
の
だ
）
が
、
在
宅
医
療
で
は

Jonsen

ら
の
４
分
割
法
を
そ
の
ま

ま
活
用
で
き
、
患
者
中
心
の
理
想

的
な
医
療
が
実
践
で
き
る
。
病
院

と
い
う
場
に
い
る
限
り
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
意
識
は
、
″治
す
医
療

か
ら
逸
脱
し
に
く
い
。
在
宅
と
い

う
場
所
が
、
″生
活
を
支
え
る
医

療

や
″看
取
り
の
医
療

の
意

識
改
革
を
医
療
ス
タ
ッ
フ
（
特
に

医
師
達
）
に
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。

病
気
で
あ
っ
て
も
、
検
査
も
治
療

も
し
な
い
、
と
い
う
選
択
肢
も
あ

る
と
い
う
意
識
改
革
で
あ
る
（
病

院
に
い
る
限
り
、
病
院
は
病
気
を

治
療
す
る
場
所
で
あ
る
と
い
う
縛

り
が
あ
る
た
め
、
病
気
を
検
査
し
、

治
療
す
る
以
外
の
選
択
枝
は
、
一

般
的
に
は
病
院
と
い
う
場
で
は
許

さ
れ
な
い
）。

今
、
高
齢
者
の
多
く
に
必
要
な

医
療
は
、
治
す
医
療
の
病
院
医
療

か
ら
生
活
を
支
援
す
る
在
宅
医
療

に
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
る
の
に
、

現
体
制
で
は
ニ
ー
ズ
の
割
に
病
院

（
病
院
医
療
）
が
多
す
ぎ
る
と
い

う
の
が
問
題
と
な
っ
て
き
て
い

る
。
医
療
を
超
高
齢
社
会
に
マ
ッ

チ
さ
せ
て
、
病
院
医
療
か
ら
在
宅

医
療
に
シ
フ
ト
さ
せ
よ
う
と
す
る

″

″

″

試
み
が
、
今
回
の
診
療
報
酬
、
介

護
報
酬
同
時
改
定
で
の
、
在
宅
療

養
支
援
診
療
所
の
創
設
で
あ
り
、

療
養
型
病
床
群
の
介
護
施
設
へ
の

移
行
措
置
で
あ
る
と
考
え
る
。

今
回
、
創
設
の
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
は
、
ま
さ
に
患
者
中
心
の

在
宅
医
療
を
実
践
で
き
る
場
の
提

供
だ
と
考
え
る
。
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
の
創
設
で
、
病
院
内
（
診

療
所
の
外
来
も
同
じ
立
場
）
の
医

師
た
ち
が
在
宅
に
赴
く
こ
と
で
、

医
師
達
に
意
識
改
革
を
も
た
ら
す

だ
ろ
う
。
こ
の
医
師
達
の
意
識
改

革
こ
そ
、
在
宅
誘
導
に
伴
う
究
極

の
医
療
費
削
減
政
策
と
筆
者
は
考

え
る
。

次
回
は
、
医
師
の
意
識
改
革
と

医
療
費
削
減
の
問
題
に
つ
い
て
、

述
べ
て
み
た
い
。

病
院
医
療
か
ら

在
宅
医
療
へ

病
院
医
療
と
在
宅

医
療
の
質
の
違
い

〔図〕Jonsenらの4分割法


